
情報発信で豊かな絆を
－ －必要とされる総合教育センターをめざして

所長 与儀 真幸

第５３号 2005年９月発行
発 行 者 沖縄県立総合教育センター

所長 与 儀 真 幸
〒904－2174 沖縄県沖縄市字与儀587番地
電話.098-933-7555 FAX.098-933-3233
URL http://www.edu-c.open.ed.jp/

絆として
「所報」が創刊されたのは，

33年前の昭和47年（1972年）で
ある。
それは，昭和43年に設置され

た琉球政府立沖縄教育研修セン
ターが復帰に伴い沖縄県立教育

センターと名称を変えた年である。同年12月に
「所報 龍譚」創刊号が発刊され，その主旨は
「センターの諸事業の具体的情報や学校の教育
実践に関する諸種の研究・情報，全国的な研究
・研修の動向を伝え，学校現場との結びつきの
強化に役立てる」こと等となっています。
爾来「所報」は教育センターの研修，研究成

果や豊かな情報等を広く発信し，学校はじめ関
係者の皆様の理解とご協力を得るとともに，今
日の教育課題等を考える一つの窓口となってお
り，学校や教育関係機関と教育センター，教職
員と所員を繋ぐ「絆」として，その役割を果た
し続けてきています。
支える
教育センターは，教育改革の大きな流れの中

で，学校等への「豊かな情報の発信」と「適切
な支援・援助」を行うなど，本県教育の充実発
展を支えていく大きな役割を担う事が求められ
ております。
私達は変化の激しい社会状況にあって，学校

や教職員等の教育ニーズに応え，教育課題解決
「 」 「 」のための 開発的・実践的調査研究 や 研修

を行い，現在の教育課題を明らかにし，その具
体的解決策に関する提言，報告を行い，学校改
革や教育改善につながるよう努める事が求めら
れています。

，「 ， 」また 最先端 最新の教育情報を収集し発信
する等，これからの新しい時代の教育センター
のあり方を問いながら，学校支援のためのネッ
トワークや連携をどう構築していくか，地域の
教育研究所などとも共に検討をしていく必要が
あると考えています。
必要とされる
私達の「研修 「調査・研究 「情報の提供」」 」

が，学校改革や学校経営の工夫・改善にいかに
生かされ学校がどう変わったか。教職員の支援
で 「学習指導案 「シラバス 「学習ソフト・教， 」 」
材・教具 「新しい授業開発」等が教育活動にい」
かに活用され，児童・生徒がどう変わり，どの
ような成果をあげているのか 「研修」は特色あ。
る学校づくり，魅力ある授業づくりを担う人材
育成に寄与しているのか。等々研修，調査研究
のあり方の考察などや活動の成果や課題などに
対する「評価 ・ 検証・検討」を絶えず行うと」「
共に，その情報の交換を行う必要があります。
今後，学校はじめ地域教育研究所，各県の教育
センターとも連携，交流を進め，経験を学びあ
うことが大切であります。私達は，本県教育課
題に適切に対応するため，研修，研究が学校や
教職員から必要とされる魅力ある総合教育セン
ターをめざして，その役割と責務を果たすべく
努力して行きたいと考えています。
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イマージョン教育
教科研修課

県立高等学校編成整備計画で位置づけられて
いる 沖縄インターナショナル中等教育学校 仮「 （
称 」などで，ＩＴを活用し，国語以外の教科を）
全て英語で教えることのできる教員を養成する
ためにスタートした「イマージョン教育研修」
， （ ，は ほぼ年間計画通り10名の研修員 中学校３

高校７）が英語づけの研修に励んでいます。現
在までの実施済み研修内容は，英語演習48回，
イマージョン理論研修10回，ＩＴ活用研修11回
のほか，教科書英訳作業48回等です。今後の主
な計画としては，教材教具開発法研修44回，模
擬授業各３回，さらに10月４日～12月16日の県
内米国人学校（中学校２，高等学校２）でのテ

ィーチング・アシスタント・インターンシップ
（ＴＡ実地研修）などがあります。特に，この
ＴＡ実地研修では，米国人高校生を相手に，そ
れぞれの教科（英語，数学，理科，社会）を指

， ，導することになるので 教科指導力はもとより
何より実践的且つ高度な英語力が必要とされ，
10名の研修員は講義以外の研修生活全ての面で
も英語を使用するなど切磋琢磨しています。ち
なみに，この度，実用英語検定１級に１名（中
学校英語）の合格者を出しました。
研修修了時の来年３月までに，英語教員は１

級，その他は準１級の取得を目指して，全員頑
張っています。

平成１７年度前期長期研修成果報告会
平成17年度前期長期研修成果報告会が9月15日

(木)，16日(金)，22日(木)に行われ，合計37人
の研修員が報告を行いました。その中には，離

， ，島長期研修員４人も含まれており 普段は宮古
八重山両教育事務所に席を置きながらの研修で
はありましたが，離島地区のハンディーキャッ
プを感じさせない素晴らしい報告がなされまし
た。今後さらに研鑽を積み，両地域のリーダー

。として活躍されることに期待したいと思います
今年度より実施された「学校の課題解決に関

する領域の研修」では 「総合学科における特色，
ある教育課程の編成」をテーマに陽明高校の屋
富祖哲雄教諭から研究報告がありました。高校
生一人一人の進路実現と総合学科のさらなる充
実を目指す取り組みとして，現行の教育課程の
問題点を整理し，課題の解決，改善を目指した
試案の作成が主な研究内容でありました。研修
の進め方は，当該校の校長および学校内部に設
置された委員会との協議，連絡調整を中心に行
われました。
本センターとしては，定期の検討会において

学校課題や研究の方向性の確認や資料の提供な
どを中心に，新たに設置したチームによりサポ
ートいたしました。研修の成果は，課題解決に
向けた種々の取り組みに活用されることと思い
ますが，長期研修において培われた人的ネット

ワークや長研講座等で得られた スキル，報告IT
書作成の知識等は，学校の課題解決や改善に向
けた取り組みの大きな推進力になるもの考えて
おります。
「小学校英語活動長期研修」も今年度から設

置された研修であります。６人の研修員は，そ
れぞれの地域におけるリーダー的人材の育成を
目的とした研修に積極的に取り組み 「パーシャ，
ルイマージョン教育」や「コミュニケーション
活動 「国際理解」等に係る内容について研究」，
を進めてきました。研修の一環として，研修成
果報告会におけるプレゼンテーションをすべて
英語で行う事としましたが， を活用した授業IT
教材や国際理解に関する取り組み等についてス
ムーズに報告しておりました。どの発表も児童
の興味関心を引きつけ，意欲的に学習するため
の工夫があり，どの学校でも活用できる有効な
教材開発が多く，本研修の成果として十分であ
ったと考えております。
長期研修の有効性を高めるためには，研修を

終えた研修員が学校の中核的リーダーとして本
人の専門性を高めつつ，後輩の指導等に積極的
役割を果たす事も必要です。このような人材の
育成が，本センターの重要な責務であることを
改めて認識し，これからの長期研修の企画・運
営に当たろうと思います。

所 報
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平成 年度短期研修講座１７

今日，教師に求められていることの一つに，指
導力の向上や主体的な研修への参加等があげられ
る。このことは，教師の研修意欲の高まりにつな
がっているようである。当総合教育センターにお
いて今年度短期研修の 講座を開設し，募集した69

結果，2800名余の応募者があった。これは，昨年
度と比べても応募者がかなり増加している。
次表は，応募者と講座受講者の状況である。
表１ H17度短期研修講座応募・受講状況

教育センター 移動教育 自主種 類 合計
ｾﾝﾀｰ 講座区 分 講座 講 座

決定者 1490 172 45 1707※
(可)

1392(93%) 165(96%) 45(100%) 1602(94%)(可)受講者(受講率)

)決定者 408 20 2 430(自費可

325(80%) 18(90%) 2(100%) 345(80%)(自費可)受講者

686 1 0 687否

2584 193 47 2824応募者合計

※（可 ：旅費付き，(自費可)：旅費自己負担，数字：人数）

表１からわかるように，受講率では（可）受講
者は と全体的に高く，それに比べて （自費94％ ，
可）受講者は とやや低く，参加意識に差があ80％

るように思われる。
今年度短期研修講座を進めるに当たって，下記

のように参加型研修を目指して取り組んできた。
(1) 研修については，演習及び課題解決を中心と
したものとなるよう改善を図る。

(2) 研修者が自己を振り返ったり，共に考えたり
する機会となる協議等を工夫する。

(3) 本県の教育目標や今日的教育課題を解決する
ために，教職員の指導力や資質を高める。
そこで，本年度短期研修において各講座がどの

ような研修形態で実施してきたかをアンケートを
もとにまとめたのが図１である。

(主事アンケート結果より)図１ 今年度講座実施形態
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図 から今年度短期研修は、各講座とも講義や1
実践発表を中心に進めている。より実践的な参加
型を目指す協議や模擬授業等は、実施率が低く、
今後改善の方向で検討が必要である。

(アンケート結果より)図２ 受講者の講座形態への要望

図２のグラフから、受講者は講義や実践発表を
多く希望していることがわかる。一方、参加型の
演習や模擬授業、協議については全体的に要望が
低い。今後、受け身的な研修から参加型研修への
充実を図る必要がある。
最後に、今年度模擬授業を実施した道徳講座の
状況を紹介する。
平成17年度短期研修道徳講座より

＝道徳授業の指導案作りから模擬授業まで＝

道徳教育が全教育活動の要であることは周知の
通りである。教師にとってもそれを推進する道徳
授業のあり方が望まれている。平成17年度短期研
修道徳講座では，実践事例発表と理論研に加え，
道徳授業の指導案作りから模擬授業まで行った。

（中学校模擬授業風景）
＜参加者の声＞
○道徳の授業つくりで，どのようなことに配慮し
どのような迫り方がいいのか，学校の違う参加
者が共同で作成する指導案作りがよかった。
○模擬授業の時間が足りないので， 日間の日程2
で計画してほしい。
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平成１７年度 巡回就学教育相談
～お子さんの健やかな成長を願って～

特殊教育課
１ はじめに
特殊教育課においては「障害児に係わる就学

指導を円滑に推進するために，早期からの就学
相談を行い，もって障害児の就学の援助を図
る 」という趣旨で巡回就学教育相談を行いま。
した。以下，今年度の概要を報告します。

２ 相談対象
就学前幼児とその保護者及び関係者

３ 相談員
教育，心理学，医療等の専門家合計 名40

４ 相談会場と参加人数
当初の計画通り 会場で 名の相談を受10 174

けました。
表１ 相談会場と参加人数

（７月 日現在）15

５ 各会場の様子（紙面の都合上一部抜粋）
(１)名護市会場（名護養護学校）
盲・聾・養護学校は，地域における特殊教育

に関する相談のセンター校的役割を担うことも
あり，初の試みとして，養護学校を相談会場に

。 ， ，設けました 参加者には 希望に応じて幼稚部
小学部の授業参観及び学校見学もしていただ
き，養護学校の理解啓発に役立てたのではない
かと思われます。

174合 計

13

9

13

3

9

24

22

36

18

27

人数

糸満，豊見城，東風平，具志頭糸 満６／２１

平良，城辺，下地，上野，伊良部平 良７／1510
石垣，竹富石 垣７／14９

嘉手納，読谷，沖縄，恩納嘉手納７／７８

国頭，大宜味，東国 頭７／１７

名護，今帰仁，本部，宜野座名 護６／29６

うるま，金武うるま６／24５

与那原，西原，南風原，大里
佐敷，知念，玉城

与那原６／16４

那覇，浦添那 覇６／14３

宜野湾，北谷，北中城，中城宜野湾６／10２

対 象 市 町 村会 場期 日回

(２)平良市会場（働く婦人の家ゆいみなー）
昨年に続き，巡回就学教育相談と地域療育等

支援事業の療育相談を同日開催しました。その
結果，参加者は教育相談終了後，ニーズに応じ
て療育相談（言語訓練，機能訓練を含む）も受
けることが可能となり，教育と福祉の両面から
のアドバイスや支援が得られることができまし
た。教育と福祉の連携のとれたケースとして，
今後，他地域での開催にもつなげたいと考えて
います。

うるま市での巡回就学教育相談の様子

(３)国頭村会場（国頭村農民研修所ホール）
参加者の数は３名でしたが，重度で重複障害

のあるお子さんの就学についての相談が２件あ
りました。相談員のアドバイスの後，適切な対
応が図られるように当該地域の教育委員会へ引
き継ぎました。専門機関での教育相談を受ける
機会が少ない地域において，巡回就学教育相談
は，重要な役割を担っているのではないかと思
われます。

６ 今後の予定
（ ）， （ ），周辺離島の久米島町 ８名 伊江村 ２名

伊是名村（３名 ，伊平屋村（１名 ，より該） ）
当児報告がなされているため，予算との兼ね合
いも考慮の上，可能な限り９月以降に相談会を
実施していきたいと考えています。

所 報
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親子がふれあう体験広場
 

―体験学習教室―
理科研修課

「おれさぁ，おれさぁ，この前ここに来てチ
ョウチョの勉強したよ。だから，今日は一緒に
来た友達にチョウチョのこと教えるんだ！」
目を輝かせて男の子が報告します。
「あっ，じゃあこの前も来たんだね。今日は星
の観察もできるね 」。
「うん！」
７月に行われた親子星

空教室の受付での会話で
す。早めに来た子どもた
ちにセンター内の様子を
説明しようとしたら，先
ほどの答えが返ってきま
した。６月に安座間主任

「 」が担当した 自然観察会
で体験したバタフライウ
ォッチングがとても楽し
かったのでしょう。子ど
ものワクワク，ドキドキとした気持ちが伝わっ
てきてこちらも楽しくなってしまいました｡
理科研修課では各主事の特色を生かしたたの

， ，しい体験教室①～⑥ 親子星空教室①～③の他
センターをはじめ離島，国頭，中頭，島尻の各

「 」地区で行うおもしろ科学教室を 体験学習教室
として開催しています。
平成16年度は理科研修課が担当する体験学習

教室だけで，のべ1,700余人の小・中学生とその
保護者が参加しています。また，130人の教師や
一般の方，高校生，中学生等にボランティアと

して協力して頂き，体験
学習教室を運営していく
上で，とても助かってい
ます。
平成17年度はこれから

，たのしい体験教室③～⑥
親子星空教室③，おもし
ろ科学教室が行われます。
一人でも多くの子どもが
目を輝かせて楽しめるよ
う，理科研修課一同頑張
っていきたいと思ってい
ます。

バタフライウォッチング

おもしろ科学教室

親子星空教室

野草で紙づくり!!

―おもしろ学習教室―
教科研修課

当センターの施設や用具を利用し，体験学習
を通して学ぶ楽しさや喜びを味わうとともに，
親子のふれあいの良い機会とすることを目的と
した「おもしろ学習教室 。今年は，５つの教室」
を開設して多くの親子を受け付けました。
参加した親子は90名に達し，どの親子も時間

ぎりぎりまで楽しく取り組んでいました。
ぎりぎりまで楽しく取り組んでいました。

ミニ漆喰シーサーづくり

ミニ漆喰シーサーをつくる活動でのお父さん,
お母さんの知恵と家族の協力体制のすばらしさ,
ゲームを楽しみながら英会話をする親子，お母
さんの手の器用さの協力を得ながら立体図形作
りを楽しむ親子，お母さんからヒントを得なが
ら一緒に絵本をつくる親子，基本の発声を教わ
りながら歌唱練習をする親子，ボランティアに
も支えられながら楽しく活動する親子等々。

親子で楽しむ立体図形

どの親子も気持ちホンワカ，笑顔で終了の姿
が印象的でした。来年もたくさんの親子の参加
をお待ちしています。

開設された教室名●
「親子でつくるミニ漆喰シーサー」★
「親子で遊ぼう！英会話」★
「親子で読み広げる絵本の世界」★
「親子で歌が上手くなる」★
「親子で楽しむ立体図形」★

くっつかないね

出 来 上 が

り！！

所 報
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